平成２３年度当初予算　　　支出科目　款：教育費　項：社会教育費　目：社会教育施設費
	事業名: 博物館展示費


（この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください）　
　　　　　　　　　博物館　総務部　管理調整担当　電話番号：0575-28-3111（内250）

　　　　　　　　　　　E-mail：c27202@pref.gifu.lg.jp
	事業費


　要求額：9,286千円（前年度予算額：9,242千円）
	事業内容


	１　事業の内容


　　岐阜県のかけがえのない郷土の文化財や豊かな自然を守ることを目的に、総合博物館として、常設展、特別展、マイミュージアムギャラリーにより広く県民に紹介する。
（１）常設展示費
　　　・常設展示資料の借用、展示品の管理保全、展示に関する研究者への協力依頼、調査収集、資料評価委員会の開催
　　　・動植物のはく製、レプリカ等を作成し、展示の充実に努める。

（２）特別展開催費（特別展　年１回）

　　　・特別展「濃尾震災１２０年」（仮称）は、ふるさと教育の一環として、濃尾震災について分かり易く展示紹介することを通じて、ふるさと岐阜県の自然や文化に対する理解を深める機会を提供
（３）マイミュージアムギャラリー展示運営事業費

　　　・県民が長年にわたって収集・所蔵するコレクションや資料などを、生涯学習の成果発表の場として広く公開・展示

　　　
	２　所要経費


（1） 常設展示費　　3,703
（2） 特別展開催費　5,150
（3） マイミュージアムギャラリー展示運営事業費　433

	これまでの取組と成果


	１　長期構想上の位置付け


  Ⅴ　ふるさと岐阜県を未来につなぐ人づくり

　　５　ふるさとへの誇りと愛情を育てる
　　　・地域の自然、歴史、伝統、文化、景観などの「ふるさとの財産」を保全・形成・継承し、次代の子どもたちにふるさとのよさを伝える。

・社会教育文化施設における体験活動プログラムの開発・実施等を通じ、子どもたちが歴史、伝統文化、芸術、自然等を体験できる機会を増やす。
　　　・子どもたちの多様な体験や学びの場とするため、社会教育文化施設における教育普及活動を充実する。

　　　・学校や地域の文化施設において、子どもたちが優れた地域の芸術文化や伝統文化に触れる機会の充実を支援する。　　
	２　これまでの取組状況


　　平成２２年度は特別展「川カワ・イイネ！～流れがつくり出す自然～」を実施
マイミュージアムギャラリーでは、岐阜県ゆかりの個人・団体の企画展示公開を７回実施予定

また、アウトリーチ事業として、子どもや若者の愛郷心を育てるための「郷・豊夢！プロジェクト」を実施中
	３　これまでの取組に対する評価


　　平成２２年度の特別展は、第３０回全国豊かな海づくり大会協賛行事としての位置づけでおこなわれ、来館者の方から好評価をいただいている。
	決定額の考え方


	要求額の財源内訳（単位：千円）


	区　分
	事業費
	財　　　　源　　　　内　　　　訳

	
	
	国　庫
支出金
	分担金

負担金
	使用料

手数料
	財　産収　入
	寄付金
	その他
	県　債
	一　般
財　源

	前年度
予算額
	9,242
	0
	0
	516
	0
	0
	1,490
	0
	7,236

	要求額
	9,286
	0
	0
	2,050
	0
	0
	0
	0
	7,236

	決定額
	
	
	
	
	
	
	
	
	


